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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

令和２年度　工業科

観
点
の
趣
旨

　ＣＡＤソフトを操作
する技術や用いるコ
ンピュータやソフト
ウェアに対する基礎
的・基本的な知識を
習得し、それらをど
のように用いれば適
切な製図が出来る
のかを理解する。

　ＣＡＤソフトに関す
る基本的な操作を理
解するとともに、図
面の内容を正確に
読み解き、精確・明
瞭・迅速に製図出来
る技術を習得する。

　ＣＡＤを用いた製図
において、どのよう
な課題が発生し、ど
のような解決策があ
るのかを、基本的な
知識や技能をもと
に、適切に判断し解
決する能力を身に付
ける。

　コンピュータの使
用法やソフトウェア
について興味・感心
を持ち、それらを用
いた技法の習得に
取り組む。

評
価
方
法

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
技術の習得状況
課題の作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
技術の習得状況
課題の作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
技術の習得状況
課題の作成状況

学習態度の観察
観察記録表
課題の理解
技術の習得状況
課題の作成状況

　練習問題を用いて、CADソフトのコマンドを、効率的に使用できる技術を身に付ける。
　製図例を元に、ＲＣ造マンションの各図面を作成する。
　実際の設計作業に応用できる作図力の育成をめざす。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

　手書きの製図では、建築の図面(設計図書)においては、その線一本一本に意味があることを学び
ます。しかし、現在の建設現場においては、コンピュータ（ＣＡＤソフト）で描かれた図面が主流となっ
ており、それらの知識がなければ業務をこなすことは困難となりつつあります。
　ＣＡＤの授業では、図面の読み取りを学ぶとともに、いかに効率的に図面作成を行うかについて、
手書きの製図の手順を基に、ＣＡＤならではの技術を身に付けることを目指します。
　授業期間は前期もしくは後期で、２年次の実習２単位のうちの１単位に相当します。

建築設計製図　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

建築実習（CAD）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点



a b c d

ａ：学習態度の観察

ａ：観察記録表

ｂ：課題の理解

ｃ：技術の習得状況

ｄ：課題の作成状況

評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

4
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

コマンドの解説 ○

図
面
作
成

ＲＣ造マンション
　基準階平面図

立面図
断面図

◎ ○

2

1

12

11

ａ：コンピュータを用いた製図に
積極的な関心を持つ。
ｂ：コマンド操作を理解できる。
ｃ：コマンドを適切に選択し、使
用できる。
ｄ：コマンドの使用に伴う結果
を判断できる。

ａ：ＣＡＤによる製図に意欲的に
取り組む。

ｂ：用いるべきコマンドの働きを
理解できる。

ｃ：用いるべきコマンドを適切に
使用できる。

ｄ：製図例を元に各図面を精確
で効率的に作成できる。

◎

○
○
○

○
○
○

◎
◎
◎

○
○
○
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※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

3


